
日時：2005年3月11日（金）17:30～19:30

会場：広島大学病院外来棟3階大会議室

演者：味澤　篤（都立駒込病院感染症科）

演題：「こんなときエイズを疑ってほしい」

　　　　－HIV急性感染症の実際

■　広島大学病院では、厚労省エイズ治療の中国四国

ブロックの拠点病院として、職員の研修予算が設けられ

ています。平成16年度の職員エイズ研修会では、都立

駒込病院感染症科医長の味澤篤先生をお迎えすること

となりました。

■　現在、エイズを発症して病院へ運ばれてくる「いきな

りエイズ」の患者さんや、原因不明の症状に自らがHIV抗

体検査を申し出る患者さんの報告を聞くことがあります。

こうした状況で、医療従事者がいち早くHIV/AIDSを疑

い、検査を勧めるなどの対応が望まれています。

■　診療は皮膚科、歯科、呼吸器内科、等々全科にわた

ります。医療従事者、関係者の方々には、ご都合お繰り

合わせのうえ、ぜひご参加ください。

■　2005年1月12、13日に『第8回看護師のためのエイズ

診療従事者研修』が広島大学病院にて開催されました。

■　中四国地方のエイズ拠点病院に勤務する看護師11

名（うち広大病院2名）が参加しました。

■　当研修会の報告は、下記ホームページにも紹介され

ています。一度ご覧になってみてください。

http://www.hiroshima-u.ac.jp/dircate.php?dir_id=19

&lang=ja&id=576&fl=nif&sel=0

【研修プログラム】

○　第1日目：2005年1月12日（水）

PWAの話
「不安と戸惑い、些細な事柄が道しるべに」

16:10

レクチャー
「心理的支援について」
講師：喜花伸子（エイズ医療対策室）

15:10

レクチャー
「セクシャリティーについて」
講師：鳩貝啓美
（NPO法人動くゲイとレズビアンの会）

13:50

レクチャー
「抗HIV薬の服薬援助について」
講師：畝井浩子（広大病院薬剤部）

12:50

休憩11:40

レクチャー
「HIV/AIDSの基礎知識」
講師：高田昇（エイズ医療対策室）

10:40

エクササイズ
「自分の価値を位置づける」
「賛成？反対？」

9:30

開始9:00

広島大学病院

エイズ医療対策室

内線5581（輸血部長室）
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第8回
看護師のための

エイズ診療従事者研修会



○第2日目：2005年1月13日（木）

修了証書授与式14:30

ロールプレイ
「看護職の役割」

13:30

レクチャー
「HIV陽性妊婦出産例とその取組み」
講師：三浦智恵（広島市民病院手術室）

13:00

休憩12:00

レクチャー
「HIVと社会生活支援」
講師：大下由美（広島女子大学生活科学部）

11:30

外来見学　
＊外来業務の説明

ビデオ鑑賞／フリーディスカッション

8:30

集合8:00

■　皆様こんにちは。今回は先週開催された中四国拠

点病院看護師研修会についてお話したいと思います。こ

の研修会は1998年から行われており、中四国の拠点病

院（61施設があります）に勤務する看護師対象のエイズ

研修会です。現在まで約60名の看護師さんが参加され

ています。当院からも今回は2名の看護師さんが参加し

てくださいました。

■　この研修会の特色は、10人前後の少人数制で行っ

ていることと、多職種からの講義が聞けること（これが他の

研修会ではあまりないことです）、セクシャリティーについ

ての講義が充実していること、（今回も大変有名な講師

の先生でした）、患者様の話がプログラムに入っているこ

と、研修者参加型のプログラムであることなどです。

■　参加者からは「自分の価値観を見直し、自分の感情

に気が付けた」「患者様の生の声を聞くことが出来大変

勉強になった」「頭ではわかっていても感染対策にも特

別なものがあるのではないかと思っていた。大きなきっか

けとなった」などの声が寄せられました。その声に励まさ

れ、スタッフ一同今後も研修継続を行っていきたいと思っ

ています。

■　地方の拠点病院においては、まだまだ患者数が少な

く、専門医師もいない病院もあります。毎年治療のガイド

ラインが変わるHIV診療において、情報はとても大切で

す。このような研修会を利用して、情報を入れることはも

ちろん大切ですが、それとともに、看護師のネットワークも

今後重要性を増すのではないかと思っています。経験し

たことを皆に還元していき、共に学びあっていけるように

できるこの機会をスタッフと共に充実させていきたいと思

っています。興味、関心のあるかたはエイズ医療対策室

にお越しくださいませ。お待ちしています。（＾＾）

【Kawabe】＜シリーズ＞

ナース河部のざっくばらん(No.8)
第8回看護研修報告

＜ご意見募集＞

「AIDS UPDATE」は今後も不定期に発行しま

す。ご意見やご希望がありましたら輸血部まで

お寄せ下さい。

[TAKATA, OE] 

takata@aids-chushi.or.jp


